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普
通
の
も

i養i

i鯉i

ひ

文
化
の
発
達
と
共
に
地
方
の
農
村
も
近

代
化
さ
れ
、
自
然
そ
の
も
の
が
次
第
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
な
げ
か
わ
し
い
－
」

と
で
あ
る
ω
a

少
年
の
頃
、
ざ
る
な
も
っ
て
、
近
く
の

小
川
で
刷版
物
の
間
企
ぬ
ら
し
な
が
ら
、

と

じ
よ
う
や
、
ふ
な
を
す
く
い
あ
げ
て
歩
い

仁
こ
と
は
今
の
年
輩
の
人
た
ち
に
と
っ
て

忘
れ
符
ぬ
危
っ
か
し
い
思

ν山
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
と
き
た
ま
鯉
で
も
か
か
ろ
う
も

の
な
ら
、
し
か
も
そ
れ
が
小
さ
な
緋
鯉
で

も
あ
ろ
う
も
の
な
ら
南
側
な
定
ぶ
で
も
‘

ひ
ろ
っ
た
よ
う
な
騒
ぎ
だ
っ
仁
も
の
だ
。

川
本
人
は
市
く
か
ら
邸
内
に
、
自
然
の

山
野
を
形
ど
っ
た
庭
園
を
築
き
、
泉
水
に

鯉
を
放
っ
て
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
風
留
が
あ

り
（
も
っ
と
も
庶
民
に
は
緑
遠
レ
こ
と
で

あ
っ
た
が
）
、
最
近
で
は
農
村
あ
た
り
で

も
、
大
な
り
小
な
り
家
屋
の
附
属
物
と
し

て
庭
園
を
作
り
、
鯉
魚
の
鑑
賞
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
会
た
。

朝
H
地
区
で
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
、
農
家
の
副
業
的
性
格
で
養
鯉
が
試
み
、

ら
れ
れ
が
、
産
業
と
ま
で
は
発
展
せ
ず、

近
年
ま
で
特
定
少
数
な
人
た
ち
に
よ
っ
て

細
h
・
と
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

最
近
め
ま
ぐ
る
し
い
日
常
性
活
の
中
で

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
鑑
賞
植
物
の
栽
培
と
共
に
、
鰻
魚
の

鑑
賞
が
急
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。鯉

は
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
、
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の
を
マ
ゴ
イ
と
レ
ぃ
、
野
生
の
も
の
J
V一肝

ゴ
ィ
、
築
地
の
も
の
を
養
鮒
ゴ
イ
と
跡
せ

ら
れ
、
緋
ゴ
イ
や
色
ゴ
イ
は
人
為
的
に
作

り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
c

原
政
地
は
中
央
ア
ジ
ア
で
あ
り
戸
中
国
、

印
度
）

、
こ
こ
で
飼
育
さ
れ
、
各
地
へ

移
刑
さ
れ
た
も
の
ら
し
、
ロ

川
本
に
は
い

つ
ご
ろ
入
っ
て
き
た
か
つ
ま
び
ら
か
で
は

な
い
が
、
記
紀
万
葉
に
は
悲
の
物
語
守
政

は
数
限
り
な
く
山
て
い
る
が
、
側
一
の
も
の

は
全
く
見
ら
れ
な
レ
（
万
葉
集
、
大
伴
家

持
の
歌
に
は
ウ
ナ
ギ
が
出
て
く
る
が
）
し

上
回
執
成
の
雨
月
物
語
の
中
の
「
夢
叫
の

僻
魚
」
は
有
名
な
物
語
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
中
国
の
「
古
今
説
海
」
か
ら
取
材
し

た
も
の
で
あ
る
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
古

い
時
代
か
ら
H
本
全
面
に
生
息
し
て
レ
る

淡
水
魚
で
あ
る
が
、
当
時
は
単
に
食
料
の

一
部
と
し
て
の
対
象
と
し
て
し
か
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
じ

コ
イ
は
普
通
大
き
い
も
の
で
六
十
セ
ン

チ
ぐ
ら
し
ー
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
が
あ
る
そ
う
で

あ
る
G

日
本
で
の
色
ゴ
イ
の
原
政
地
は
新

潟
県
古
志
郡
地
方
で
、
今
か
ら
百
七
十
年

前
、
寛
正
年
間
か
ら
飼
育
さ
れ
、
色
ゴ
イ

が
作
り
出
さ
れ
て
か
ら
、
武
家
邸
や
豪
衡

の
庭
園
で
鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

大
正
、
昭
和
に
か
け
て
現
在
ま
で
緋
ゴ
ィ
、

白
ゴ
ィ
、
黄
ゴ
ィ
、
三
一毛
を
は
じ
め
と
し
て

十
－
色
に
及
ぶ
色
ゴ
イ
が
作
り
出
さ
れ
て

い
る
。
近
代
に
至
っ
て
は
食
用

ι

と
し
て
も

珍
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
肉

が
多
く
成
長
の
早
い
ド
イ
ツ
鯨
が
盛
ん
に

飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

食
用
と
し
て
の
鯉
の
飼
育
は
日
本
で
は

長
野
、
群
馬
、
滋
賀
の
各
県
が
盛
ん
で
、

そ
の
料
理
方
法
も
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
、

食
通
の
聞
に
も
高
t
・
評
価
さ
れ
て
レ
る
。

中
国
料
理
で
は
酬
の
料
理
が
最
高
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
然
知
の
こ
と
で

あ
る
む
な
お
、
明
は
山
山
此
品
川
と
し
て
重
ん

じ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
鯉
の
滝
登
り

か
ら
由
来
し
た
も
の
で
、
古
く
か
ら
男
子

の
節
句
に
僻
の
ぼ
り
を
立
て
る
の
も
こ
の

由
来
で
あ
る
。

当
町
に
お
け
る
炎
削
事
業
も
戦
後
よ
う

や
く
復
活
を
み
せ
、
附
和
三
一十
四
年
に
は

業
者
組
合
も
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
組
合

員
も
十
五
名
に
達
し
て
い
る
。

稚
魚
は
主
と
し
て
新
潟
県
小
千
谷
方
面

か
ら
移
入
さ
れ
、
現
在
、
年
間
約
五
万
尾

に
及
ぶ
販
売
実
績
を
あ
げ
、
町
当
局
や
地

元
農
協
な
ど
の
助
成
や
指
導
の
も
と
に
、

よ
う
や
く
、
・
援
策
と
し
て
の
脚
光
を
浴
び

よ
う
と
す
る
を
ざ
し
が
み
え
る
が
、
農
業

構
造
改
革
論
や
、
剛
使
柴
多
角
経
営
な
ど
叫

ば
れ
て
い
る
折
、

当
地
方
の
将
来
性
あ
る

・
厳
禁
の
一
っ
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
日
の
遠
く
な
い
こ
と
を
期
待
し
て
や

ま

な

い

。

（

Z
記）

ハ
写
真
は
大
家
臣
で
の
養
鰍
場
風
景
〉

七
月
十
五
日
は

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

七
月
十
九
日
任
期
満
7
に
よ
る
長
実
委

員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
七
月
十
五
日
全

国

一
斉
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す
副
引
到
調
「
凶
｜
｜
則
｜一

明i
l－
－
つ

J
瑚
叶
割
削
刈
制

川

1
一

す

一
連
肴

E
一
士
一附
、
五
箇
庄
の
区
域

一

窮
ニ
選
挙
区
↑
七
一
山
崎
、
南
保
の
区
域

一

十第
三
選
挙
区
一
五
一
大
家
正
、
野
中
的
区
域
一

，O
4
1噌
l
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町
誠
会

議
員
清
水

伝
平
氏
は

か
ね
て
慢

性
じ
ん
臓

炎
の
た
め

療
養
中
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
か
い
も
な
く
四
月

一
日
午
後
六
時
三
十
八
分
永
眠
さ
れ
ま
し

た。
氏
は
生
，
削
に
お
け
る
功
縞
も
多
く
、
蹴

会
に
お
い
て
は
元
老
と
し
て
今
後
に
期
待

さ
れ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
の
に
、
ま
こ

と
に
惜
し
ま
れ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

葬
儀
は
四
月
四
日
午
後
一
時
よ
り
自
宅

に
お
い
て
盛
儀
の
う
ち
に
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

〈

公

脆

歴

V
（
主
た
る
も
の
〉

．
大
家
正
村
消
防
組
々
一
服

・
下
新
川
郡
黒
策
合
口
用
水
町
村
組
合
議

会
議
員

・
下
新
川
郡
黒
東
合
口
用
水
組
合

議
会
議
員

・
同

議

会

議

員

長

・
大
家
庄
村
議
会
議
員
（
一
期
）

－
大

家

庄

村

長

二

期

）

．仏
胤
酷
門
家
庭
紋
判
附
調
停
委
員

・
朝
日
町
議
会
級
・
負
（
一
ニ
雌
）

向

級

以

（

六

作

）

－
－W
山
県
町
村
議
会
議
院
会
期
邪
及
び
刷

会
長

〈

賞

〉

氏
は
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
よ
り
特

別
自
治
功
労
者
と
し
て
の
表
彰
を
は
じ
め

数
々
の
表
彰
を
う
け
て
お
ら
れ
る
。

（
議
会
事
務
局
）
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~ 朝日町文化財指定第 3号の千手観音菩嵯像は南保消水寺の閲扉仏て’ある。 i三等譲道て町 王評議

i ） ・ 清水寺は大同年間（約 I.150年前〉の創建 1期学を K 審有項会

! >4島民｝『 で真言宗である。当時は大憾であったが、 j 言語 i~ 警努
i ~r\~ 後年兵火ω 帆た。 ！施策 ー結分

K岨~也巳＆ピミモヨ~p、 承応年間（約310年商J）現地にー寺を建立 i行 科 千果譲
ぷ し現在に至ってし・る。 jに 特 坪富処E伴 別 の山 分

永緑．天正年間（約400年商iJ後内iJ）兵火の Eう 教 用地 に

際他に遷仏し守護したが、後現在の仏殿組~ i 
して安Eました也のであるn ! 
開扉仏千手観背斉儲は木彫践像で色彩州 i

し、顕治l徴かに長く自の形細長く口元締り材、1
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mる優靴であり 、 Jlつ壮厳な以品の政iい~£；じ E
を表現し、木彫像として勝れた宙誕術品で、 ~ 
麟l!ii.時代の作と.J:ft}L：され．地方文化財として t
貴重なものであるつ ~ 

ただ仏体の一部に補修したところがあるよ E
うに思われ惜しまれる。 （教育委員会） ; 

全
員
協
議
会

付
犠
疹
項

清
水
路
耐
員
逝
去
に
よ
り
都
儀

の
こ
と
に
つ
い
て

〈四
、
ニ
〉

りよ

（
四
、
二
八
）

だd』
Zミ

旧
伯
中
学
校
今
舎
の
と
り
こ
わ
し
に
つ

い
て
。

と
り
こ
わ
し
を
了
承
、
と
り
こ
わ
し
た

校
合
を
小
川
小
学
校
の
特
別
教
室
と
し

て
移
築
す
る
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
現

在
予
算
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
予

第
化
に
努
力
す
る
こ
と
、
ま
た
は
っ
き

り
し
た
計
画
案
も
で
き
て
い
な
い
か
ら

出
向
に
お
い
て
立
笑
さ
れ
れ
ば
再
度
審

議
し
て
と
い
う
こ
と
に
決
る
ω

た
ど
し
、
そ
う
し
た
教
育
施
設
の
充
架

さ
れ
る
，」
と
に
は
然
成

同一

一

同
同

l
p
L〉
氏
儲

刻

一
千
手
観

音

像

｝

体

一
南
保
四
四
七

O

－清

水

寺

。

一
楽

師

瑠

璃

光

如

来

一

体

一
一
誠
一
刊
ニ
四
八
七

－菅

田

房

雄

。

一
耳
挽

薬

師

如

来

－

体

一

。

。

ー

ペ

｜

一
劃

引

制

！

一川

一
泊

松

林

寺

l
在

円

引

um．

史
跡
一
板
石
三
安
陰
刻
板
五
輪
こ
基
笹
川
淵
尻
六
口
九
の
ニ

一
笹

川

区

長

。

一
五
崎
広
口
（
小
林
家
地
鎖
）
一
弘
被
川
短
畑
こ
の

丁

小

林

邦

司

阪

石

嶋

盛

一

以

笹

川

北

肝

－

一凶

μ
井

文

夫

附
与
三
点
エ
川
政
利
の
明
畠

1

一

叫

が

必

M
t寸
慌

内

冶

U

仰一北
f
J
比
内

f

ぃ
）
伊
点
乱
一
氏
宅

古

文

書

一
笹

川

古

図

－

1
↑笹
川

J2
3
一三
基
調
副
批
判
ベ
つ
ー

「
行
政
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

毎
月
第

一
月
昭
日
の
午
前
十
時
か
な
午

後
三
時
ま
で
、
魚
津
職
業
安
定
所
朝
什
分

室
の
蕗
一
．心
配
ご
と
相
談
所
」
内
に
お
い

て
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

行
政
相
談
と
は
、
「
こ
れ
は
囲
っ
た
、

役
所
で
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

と
き
親
身
に
お
世
話
す
る
の
が
、
行
政
相

談
委
員
と
行
政
監
察
局
の
役
目
で
す
。
例

え
ば
、
思
給
、
年
金
、
登
記
、

国
説
、
保

険
、
生
活
保
護
、
環
境
術
生
、
盛
地
、
制

使
、
道
酪
、
変
通
、
公
営
住
宅
、
阿
川
、

公
宮
そ
の
他
国
鉄
、
電
々
、
時
記
、
公

団
、
公
庫
等
に
つ
い
て
の
お
閤
り
の
相
続

で
す
G指

定

文

化

財

彫 ｜種

称

及

数

量

名

。。。

{jt 

// // Ji'! 
千 fJ;
代 間
厄 日［~
と門の
の｛象庁l
辿 11hjffe; 
l：拡

，九V噌
E

，nf』

ど
ん
な
小
さ
な
問
題
で
も
、
け
つ
こ
う

で
す
か
ら
お
気
粧
に
お
い
で
く
．
た
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
納
得
の
い
く
よ
う
に
、
誠
意

を
も
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
事
す
。

朝
日
町
行
政
相
談
委
員
は
、
小
川
弥

一

氏

で

す

。

（

町

長

室

〉

朝
日
町
文
化
財

十
一
件
追
加
指
定

朝
じ
町
文
化
財
調
査
委
員
会
（
委
員
長

柳
沢
倍
）
が
昭
和
二
十
九
年
か
ら
調
査
を

航
け
て
き
た
約
八
十
件
の
中
か
ら
、
先
に

指
内
応
し
た
二
件
、

「
御
論
旨

一
（
閉
山
古

文
繍
）

「
昆
沙
門
天
」

〈荊
水
寺
〉
に
続

い
て
、
五
月
二
十
五
日
、
教
育
委
員
会
で

次
の
十
－
件
（
十
三
点）

が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

（

教

育

委

員

会

）

所

品

川み

{JI 

71 
・ 』

.:tt 

竹
。内

主主

大
郎
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明るく正しい選挙をするために

ひさあ（要？益錫説）第130号(3) 

が
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
こ
と
合
婦
人

の
立
場
か
ら
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
語
り

合
い
ま
し
た
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
選
挙
に
は
全
体
に

婦
人
の
小
か
ら
選
挙
違
反
を
出
さ
な
い
v
」

と
に
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
散
会

し
ま
し
た
。
（
述
合
同
州
人
会
）

自
分
の
自
由
な
意
志
で
投
票
を

連

合

婦

人

会

の

政

治

研

修

会

朝
日
町
運
合
婦
人
会
並
び
に

朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
共
催

で
、
五
月
二
十
九
日
泊
中
部
保

育
所
に
お
い
て

「
明
る
く
正
し

い
選
撃
を
す
る
た
め
に
」
o
を

か
ん阻
と
し
、
姉
人
会
幹
部
約
百

三
十
名
を
対
象
に
政
治
研
修
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
、
町
議
会
議
員
の
身
近

な
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
選
挙

違
反
に
関
す
る
具
体
例
等
を
取

り
あ
げ
、
法
に
も
と
ず
い
て
突

に
真
剣
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
講
壇
式
討
離
）
で
討
議

し
た
あ
と
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
山
崎
茂
之
先
生
の
講

い R R 0 8. 7. 6. 5. 4. 3. 2 1.生 い ァー一一一一一一一一一，しけしくム
遇政 さと正金出ま て はのし ！五四 三 二一lた れ て 正 で そ を
拳治れ、しをたち 選立迷違選い社民会I 、だか j 、、 、 、で 、i。ばもしもの聞
かはすこ具い使いが挙候 反反診る会主建 ろし jj棄お達一き自 i な次い、結き
らわ。体だ わ 人 つ民補者 の違この政制 う右 1権金反香る分 ！ らの選そ巣勉
正 た 的けせよて の者の取反と習治度 。の jしののよこの ！ なこ挙し、強
しく にでなりい侯の判締をと慣のに j こ iなかないと自 i いとをて分し
いし 突ない出る 補自決り犯のと歴お j と jいかい人。由 ｛ とがすま科ま
政 た 話く よし 者党がが罪く、史そ ： が （こらこを な i い先るた会 し
治ち を、うた にが非不とい選がれ にど ！となと選 意 ！ う 全た 講で た
、の 取明にい 対た常備思ち挙浅 て つう i。 い。ぶ 志 ； 結にめ演 も。
そも りる 人 すりに店長わがでいき いし ！ こ こ で ！ 輸行にでシ
しの 入く を るなおでない銑 て てて i と と 投 i になはもン
て、 れが 希いそあいじし、 i.IJで l 0 o 粟 （ なわ、、ポ
そ 正 て大 望 いる らる崎き ！ が ； りれど明ジ
れし 話切 が れ 先な ：ーι （一一一一、 まなうtるウ

水あわい表 マ いもと j悲食
やまらて間食むま影 し、 じに
空りか酸に片しす害事うがな
気痛くをつ、歯 υ す機しり と
がますついとの る能ま、む 云長
しなる くて く版 、はす発しわ ！L
みし、ヵ‘り、に国 大、 が育 flkiれき
るがら、そで 切 ftli，儲不の て す
よ。、でかれん なのの十多いる
う次すたにふ： 役！被も分いま人
に筋。い乳ん 日限つで 干 すは
なには歯酸質 をの H 、ど 。樹
り冷じ質菌が も働かひも tカ’
、ためをが歯 っきむ弱は よ

放い はや働の てに H い UR¥ ぃ

場，
日 ．，品、目、

F万 11,Y 月

自牛自トiJ ..... のi ハ 人
正A九 月ー 権

民時t十1・1 之A企

館正 律
牛 相
ま

談で

国民健康保険だ主リ

健
康
は
歯
か
ら

歯
は
手
入
れ
か
ら

軽
自
動
車
等
の

廃
車

・
譲
渡
等
の
申
告
は

す
み
や
か
に

な
お
、
軽
自
動
車
税
が
、
登
録
の
凶
併
合

は
申
告
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
ま
た
回
開
幕
、

譲
渡
等
は
、
申
告
し
・
仁
丹
ま
で
、

月
割
計

算
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
心

以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

廃
車
、
譲
渡
、
市
中
の
取
換
え
等
を
さ
れ
た

ら
、
直
ち
に
〈
一
二
五

C
Cを
越
え
る
軽

自
動
車
は
富
山
陸
連
事
務
所
で
、
そ
れ
以

下
は
、
削
日
町
役
場
で
関
紙
番
号
棟
、
登

録
済
証
裕
、
印
鑑
等
持
参
し
て
）
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

近
年
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
）

等
が
急
激
に
噌
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

て
路
市
中
、
譲
渡
、
取
の
変
更
（
出
動
機

の
型
式
、
総
排
気
民
、
形
状
、
事
柄
舗

ロサ
鉄
寸
）

て
所
有
者
、
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
、

（
ま
た
は
名
称
）
、
定
置
場
の
位
置
。

置
す
る
と
歯
髄
災
を
お
こ
し
ま
す
。
む

一

し
歯
は
自
然
に
な
お
る
も
の
で
な
い
か

一

ら
早
め
に
治
療
を
受
け
る
べ
・き
で
す
。

一

マ
む
し
歯
の
予
防

…

最
も
大
事
な
こ
と
は
、
む
し
歯
に
か
一

か
ら
な
い
じ
よ
う
ぶ
な
悩
に
す
る
こ
と

一

で
、
そ
れ
に
は
、
母
親
が
純
娠
中
か
ら

一骨

身
体
と
栄
養
に
気
を
つ
け
る
こ
と
、
特

…
小

に
縦
娠
初
期
は
偏
食
の
な
い
よ
う
に
し

一

坑
製
品
、
野
菜
、

く
だ
も
の
を
多
く
食
一

べ
る
こ
と
で
す
。

一

次
に
大
事
な
こ
と
は
食
事
の
た
び
ご

…

と
に
歯
ブ
ラ
シ
で
食
片
を
と
り
除
く
こ
一

と
で
す
G

特
に
、
復
寝
る
前
に
み
が
く

一

こ
と
が
大
切
で
す
G

一

A
歯
の
正
し
い
み
が
き
方

一

歯
プ
ヲ
シ
の
毛
が
、
上
の
歯
で
は
上

…

か
ら
下
へ
、
下
の
歯
で
は
下
か
ら
上
へ

一

と
回
転
さ
せ
な
が
ら
み
が
く
の
が
正
し
一

い
方
法
で
、
順
序
は
、
歯
の
か
み
合
せ

一

の
部
分
、
歯
の
外
側
、
次
い
で
内
側
の

一

み
が
く
の
が
よ
い
。
み
が
く
時
間
は
三
…

分
間
ほ
ど
で
十
分
で
す
。

一

（
民
生
課
）

一

業
者
等
に
依
頼
さ
れ
る
と
き
は
、
申
告

が
す
ん
だ
か
、
し
っ
か
り
と
確
め
て
く
だ

さ
し
。

業
者
に
、
ま
か
せ
て
iv
て
申
告
が
お
く

れ
、
二
重
（
余
分
）
に
税
金
を
納
め
る
こ

と
に
な
る
こ
と
が
多
h

あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
じ

（
税
務
課
）ヨEるふ，！.≪

今

月

の

税

金

は

町
県
民
税期

会
で
す

〈
税
務
課
）
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一
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1

・
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i
一

国
道
八
号
線
が
で
き
て
自
動
る
こ
と
、
急
に
道
へ
と
び
出
さ
な
い
こ
と

b
E
…
車
数
が
急
激
に
ふ
え
つ
つ
あ
る
な
ど
、
く
り
返
し
く
り
返
し
注
意
し
て
い

…

J
一
昨
今
、
宮
崎
婦
人
会
で
は
、
全
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

…
メ
一

国
交
通
安
全
週
間
は
も
ち
F
J
ん
毎
月
新
聞
紙
上
に
報
ぜ
ら
れ
る
幼
児
の

…
ヨ
官
一

部
落
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
事
故
は
、
家
人
が
ほ
ん
の
五
分
か
十
分
、

お
拘

一
呼
応
し
て
、
保
育
所
幼
児
、
小
日
を
脱
し
た
す
き
に
お
き
て
い
る
こ
と
が

一
：
：
・
～

学
校
児
童
の
段
下
校
に
際
し
て
多
い
の
で
、
よ
く
似
を
つ
け
た
い
も
の
で

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
す
。

に
、
忙
し
い
中
に
も
時
間
の
や
り
く
り
を
た
く
ま
し
く
、
す
こ
や
か
な
れ
と
親
心

し
て
街
殉
指
湾
に
出
て
お
り
ま
す
。
必
ず
さ
ら
に
市
放
な
く
や
ま
い
な
長
じ
よ
う
。

前
側
を
か
く
こ
と
、

手

か

？

”

上

げ

て

縦

断

す

（

科

崎

財

人
会
）

撒

組

い

鮒

つ

ま

し

不

枚

つ

の

ト

ま

取

る

）

〉

認

り

な

笛

な

は

開

に

六

配

間

－

り

生

け

凶

凶

一

一

ル

取

行

光

行

川

展

庭

袋

を

週

ケ

取

衛

か

年

’

m

相

～

罰
口

湖

に

を

観

に

、

を

家

リ

）

一

ン

を

境

び

υ

け
比
百

目
V

運

動

じ

、
的

い

動

十

ポ

枚

い

ア

呆

環

呼

合

川

下

志
堤

化

運

う

は

主

な

。

運

五

用

こ

ら

の

結

へ

を

連

J

J

校

ド

日

m
美

化

ぞ

れ

自

行

る

り

百

納

各

も

ど

の

局
ど

o

町

何

時

－
D
で

美

川

こ

が

を

い

く

こ

収

小

て

な

こ

当

な

石

川

川

副
・

重
－

面

の

の

。

団

策

て

づ

の

ミ

h

し

相

、
町

普

あ

朝

恥

す

中

冒
＝

方

こ

内

た

年

作

れ

町

内
ゴ

吋
用
感
り
、
改
で
〈
九
時

流
一

語
届

各

に

町

け

青

で

ば

い

町

焼

大

試

用

と

め

の

定

立

行

”

r

化

成

働

．

2
2四
れ
し
い
い
民
ド
ト
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交

通

事

故

か

子
ど
も
を
ま
も
る
母
の
願
い

ー

宮
崎
婦
人
会
子
ど
も
の
街
頭
指
導
｜

り

ひさあ

交

通

安

全

あ
な
た
と
家
族
の
た
め
に

バ
イ
ク
運
転
に
は
必
ず

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う

白
動
二
輪
車
の
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の

ほ
と
ん
ど
が
、
頭
部
の
け
が
で
す
。

こ
の
死
亡
者
の
中
に
は
、
も
し
、

ヘ
ル

ノ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
た
ら
助
か
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
り
ま
す
c

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
家
政
を
か
λ

凶
事

政
の
悲
劇
か
ら
守
ヲ
の
た
め
、
ぜ
ひ

へ
作
メ

ツ
ト
を
前
月
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
六
月
お
よ
び
七
月
は
、
山
λ

泊
安

ん
上
協
会
に
お
い
て
、
次
の
持
別
側
絡
に
よ

り
ヘ
ル
メ
ツ
ー
を
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
’
」利
川
な
さ
る
み
は
巾
し
込
み

く
，た
さ
い
。

安
全

I
m、

中
込
先

一、

二
一九

O
N

戸
市
悩
て
入

O
O
円）

ス
普
瞥
察
砦

朝
日
町
轡
w
た
R
派
川
所

電
話
回
三
O

梅
雨
ど
き
の
交
通
安
全

連
日
の
附
で
地
協
が
ゆ
み
み
、
す
れ
b

つ

が
う
と
き
、
ち
ょ
っ
と
し
仁
お
り
か
ら
、

思
わ
ぬ
事
般
を
い
叫
ア
）す
の
が

F

自の
仰
山
時

で
す
ら
こ
の
ほ
か
、

ス
リ
ゾ
ず

し
て
と
か

泥
は
ね
と
か
、

こ
め
叫
則
に
は
山
な
め
く

っ
て
の
市
中
放
が
と
か
く
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
次
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
り
、

市
放
の
な
レ
よ
う
に
レ
た
し
ぶ
し
I

う
し

一
川
の
た
め
泊
げ
た
が
〈
す
れ
や
す
く

な
っ
て
お
り
、
む
り
な
一
心
i
地
し
た
し

な
い
よ
う
い
た
し
ま
し
ょ
う
し

こ
す
れ
注
レ
は
、
余
仙
の
あ
ゐ
場
所
で

お
五
い
に
ゆ
ず
り
あ
い
ま
し
J
A
JG

三

回
の
道
は
、
ス
ピ
ー
ド
た
調
節
し
、

危
険
の
な
い
よ
う
住
君
、し
ま
し
ょ
う
ι

（
入
義
警
察
署
）

昭 和41年 度結核健康診断実施日 程表

！実施In口E亜日実施時！！日

I • 10；盟～12:00殿町寓境内；良型L一一
11. 141木「l:OQ～ 3:00柳田公民館 。柳田、弁ノ口、不動室

I I 10:00～11:30大平・公民館 ！大平

日三全一コ且：：：i~i強三E亙玄l亙二
11 211 * I _LQ:9o～ 12~391 貝た.l~芽j主峰盆d竺琵
」 」 IJ~｝Q～ 4 :.001 南制三二子j交［長野、直~記至宝二宣E二二
1'7 .28 太 I O;QOニ12 :001JS_j池蹴VII.Ji！！！盟~弘主魁一一一

1:00～ 4:00!佐 ill小学校 ｜佐川

8. 1月 1-;Qo~4 :oo: ・ ~－；f '..o/:--f:fl研？～ ｜…！？ 
I I 10:00～11:301羽入公民： 一一入

8~1~1寸；00::-4 ~061 三盟側吋亙歪直ヨ町、弥生町
I I 10:00～1£:001小在池公民館 小在地、花房、山崎新、棚山

8 51金ト一一｜一一一一一トーー
一一｜ I 1:00～4:301山崎小学校辻、岩崎、越、坊
8_:_ S. 2s_!__l .P.!QQニ主Q_Qj_~！I 同 町検をよ宣盟笠、 橋向町、 宮本町、東下町
8. IOI 71': I 10:00～ 4:001出 会民館l中町、本町、上町、 幸町、大屋

8.1 1J4~QQニ-1!Q_o_]g三3泊辻豆亙i三ご立正ヨ塁本旦亙保
8.231火410:00～4;00＇道下泉昭寺 ｜上中下道下、 平初、栄町、日東町

s .. 2u_u主盟二J!QO出 家陀！こ竺校上木家正、金山、窪田、三枚構
I . l_J __ O;OO～11；釧小JII魁宣車｜盆乙豊一

19. 8京 司 ｜I I J;OO～ 3:001 srt.策セ ンター ｜山崎、大家庄、野中、南保米受検者

名区

(6月分お知らせ参照）

地象夕、I場dぞゐ..... 

広
畑
の
予
防
対
策
一

み
出
川
の
発
生
の
季
析
が
や
っ
て
き
ま
し

た
，，
H
M
近
以
下
名
地
で

ι味
桁
（
・
必
州
、

泣
抑
制
）
か
多
発
し
て
お
り
ま
す
か
、
山｜
町

に
お
レ
て
也
今
作
に
入
勺
て
す
で
に
円
十

三
名
の

A
州
忠
析
が
ハ
J

レ
ま
すり

よ
れ
か
九

u
fuか
加
わ
る
と
共
に
、
立

ナ
才
す
先
ル
ー
す
る
こ
と
か
子
州
山
芯
れ
、
円

分
乞
’
仏
品
河
一
川
か
ら
い
rる
わ
い
め
次
A

川
市
川
を

γ
り
．
明
る
い
牧
－A
た
日
々
乞
肋
ニ
し
て

〈
仁
さ
L
e

血マ
伝
珠
山
糾
子
防
七
力
糸

て
食
前
、
用
便
後
及
び
外
出
後
川
必
ず

手
洗
い
を
励
行
し
、
湾
慣
づ
け
る
よ
う

っ
と
め
る
ζ

と
。

二
、
殺
虫
剤
の
撒
布
を
や
り
、
家
の
周
囲

か
ら
、
力
、
ハ
ニ
、
ゴ
キ
ブ
リ
等
の
衛

生
害
虫
を
検
波
す
る
’
－
と
ら

三
、
定
期
的
に
便
所
、
同
紙
、
出
入
口
の

戸
、
机
、
精
子
等
の
消
必
を
実
施
す
る

ヤ
」

ιι
υ

円
、
川
点
、
及
ひ
灼
ダ
さ
れ
た
ぷ
で
、
チ

乱
、
合
間
抗
、
叫
わ
少
汎
は
絶
対
に
行
な

わ
な
lv
こ
と
。

－丸、

必
附
は
消
化
問
斤
シ
弘
山
判
で
寸
か
ら

ぷ
敗
訴
た
は
つ
つ
し
む
て
とら

山
ハ
、
食
物
は
瓜
通
し
の
よ
レ
附
に
お
S
、

ん
は
る
べ
く
民
る
か
悦
レ
て
か
ら
食
ヘ
る

』
」
長
」

rv

七、

生
水
、
少
も
の
に
じ
充
分
注
意
し
、

少
し
で
も
変
だ
止
思
っ
た
ら
、
食
べ
な

いγ
こ
と
b

（
良
生
課
）
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• 8鳴海廷を角

町
ぐ
る
み
健
康
体
操

昭和 41年 6月 10 6 
月刊（毎月10日発行）

っ
か
れ
を
な
く
す
体
操
で
明
る
い
毎
日

合
伶

vi
A
都

白
隠

M
屯
A

凸

M
ME
EA

さあ（昭和32何月 8日
第3種郵便物認可）第130号(5) 

体
づ
く
り
H

を
あ
げ
、
特
に
、

H

健
康
体

換
の
普
及
H

生
活
化
に
努
力
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
と
り
あ
げ
る
の
は
、
健
肢
体

撤
の
中
の

H

つ
か
れ
を
な
く
す
体
像
”
て

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
気
転
に
で
怠
る
体

操
で
す
。

ど
の
よ
う
な
会
合
の
と
き
で
も
、
い
つ

で
も
、
求
め
に
応
じ
て
い
体
育
指
導
委
員
が

出
向
い
て
指
導
し
ま
す
か
ら
十
分
ご
利
用

3与島究；！
ぜ宵~;J~t！正』強．：：：：

。きロル ＆主力
I(. to 1111: r明い τ怖を附で!C ·~ ＇て

”を申4』的． つ4ぃτ腕Et量’，fl
肉下に問‘•｛・T明書割. a・・fn112 

”－ 

ごす刈ゲる退勤
足刊から胸，."t: 'I ，で3”す・，

"" （の・ん1:t;位二マ モ~ IJ Tを

す’ AI T 晶 t ，に守 4 l. ~ょして

崎市 に ~ ＇I .Jfll'. 2 (ulJげる書約．

為ま h レ
”を慣にムげ.u t; f-Jげて”を

大~＜ IR と It今に t ,, t；喧例．ー

.2 

3 

4 

カ
r，
て
お
く
一
鍛
の
産
業
界
、
樹
祭
界

に
も
営
業
の
指
針
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

調
査
員
が
各
商
店
に
調
資
州
市
の
記
入
を

お
．臥
い
に
あ
が
り
ま
す
の
で
．
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
申 た
し さ
込 し
み ’

（教
教 育
育委
委員
同会
会 ま
）で。

七

月

一

日

事
業
所
統
計
調
査

商

業

統

計

調

査

が
行
な
わ
れ
ま
す

こ
の
制
す
れ
は
、
わ
が
国
の
産
探
活
動
、

尚
糸
川
動
な
ど
の
態
隙
を
統
計
的
に
氾
指

し
、
同
氏
経
済
計
算
、
地
域
削
発
計
画
、

制
市
計
凶
、
地
方
交
付
税
交
付
金
算
定
あ

る
い
は
商
業
政
策
を
立
て
る
た
め
の
中
央

．
地
方
の
行
政
資
斜
と
し
て
使
わ
れ
る
ば

急車ヵ
”をJflt；川ろca・tr.町）.／，己主｛i(9 

・~＂＂＞に i i’・っ’h‘τta ｛；に
t• I: 'I ( Si{nll). ！.＇.（』U大串 《a
hサ（ a岬nn1魂動．

内首5 

（
総
務
諜
）

一
は
か
り
、
も
の
さ
し
、
ま
す
一

一
の
定
期
検
査
が
あ
り
ま
す
一

今
年
は
、
三
年
目
ご
と
の
計
最
定
期
検

査
の
あ
た
り
年
で
す
が
。
朝
日
町
は
七
月

台、Qだ電..........-t ..• Q.. 

fとた•·°f.f'fj＜子ケ＇3坦払
刷下で体簡をたた~世の・ら ． の・均

1: f: Hにaげ．つづ‘・τ-tIT)＇（.得

。・＜，N:N闘を同時に”宅訟もi璽拘．

tttnn2胴．

78季E克t..：. ~~1t'l~島
旦を摘に問‘・で”を少し J,, . 11: 
向パ..f: 健、て0・..’~ f:申すq~ 

＂＇＂ · 手で• t: 'liill:I!’－止に
愉Jうに骨らす遭鈴.a時間2筒

6 

8 内t~：を点じ・3選番p
”を左0・らふ弓てa・らどをねじる

遣働．”は＠・らだι.t』Pつけ晶よ

4 にする．次にをからIJ~ う. a 
・手間2回．

9 判長；を去hす！動
”を少Lまげて反防止館ヲて.,,. 

hだを大島〈左京に，＿.，す.Al量

IJ lllJt-11!”と~晶 . 8時間2悶．

十
人

H
か
ら
地
区
，
こ
と
に
検
査
か
行
な
わ

れ
ま
す
。

三
十
七
年
度
か
ら一
大
貫
法
が
廃
止
と
な

り
前
川
（
三
十
八
年
）
は
、

は
か
り
に
キ

い
と
貨
の
あ
る
も
の
は
、
官
の
方
を
ペ
ン

キ
で
品
川
し
て
什
特
と
し
た
が
、
今
回
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
ω

計
量
は
閉
山
家
の
一
信
用
に
か
か
わ
り
、
商

工
磁
袋
の
凶
を
な
す
大
切
な
も
の
で
す
。

党
検
ま
で
に
鞍
備
し
イ
司令
絡
す
る
よ
う
に

し
て
く
ど
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
追
っ

て
M
覧
で
お
し
ら
せ
し
ぎ
す
む

争昆偽還を拘10 

（
政
業
課）

仙時
康
が
人
生
、
社
会
、
民
族
に
と
っ
て

た
い
せ
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
強
調

し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
こ
そ
、
人
間
生
ま
れ
つ
き
の
問

閣
で
あ
り
、
前
払
た
ち
が
明
る
い
、
日
常
生

活
を
営
み
、
明
る
レ
、
豊
か
な
社
会
づ
く

り
の
基
本
条
件
で
す
。

朝
日
町
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
社
会
体

育
の
重
点
討
標
の
一
つ
に
、
ρ

健
康
な
身

…
一重

量
品
川
主
企

主
…
品
設
建
）
一
川
主
主
佐

濫
一
一
同
議
豆
J
J
I一
蕗
＠
心

強

賢

一撃
五
小
w
tu及〉をZ

,, :T .. 
~· 
鵬昔前で1t•して胸骨申晶め..

Hi'>，略的下に鴎〈．’時間2111.

a量後ll竃.st•，，とな畠．

－r
 

a
 

I I 

，『U
4
E

，，『
U



(6) 
昭和41年 6月 10日
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…室
…

…教
…

一事
…

一農
…

’M ‘、

，． 

’” 

, .. 

， ．． 

，，， 

六

月

の

農

作

業

ひ
。
稲
作
の
管
理

今日
‘J

・．
Nr
・
〉
an

－－
、
．j
h
H
r
r
b1
コ、，

b明
庁

V
H可
E
R
A
H
r
v
Ja

パ、

，q山
V
F
λ
χ
LV

J

．0

終
則
は
い
午
、
小
ル
仁＼

眺
似
合
と
わ
ず
六

川
十
五
日
前
後
で
が
．わ
り
涼
す
。
そ
の
後

の
分
け
つ
は
無
効
分
け
つ
と
な
る
の
で
、

こ
の
時
期
ま
で
に
分
け
つ
が
進
む
よ
う
に

作
熱
を
進
め
て
く
だ
さ
い
い

施
肥
や
除
草
剤
は
レ
ね
の
生
山
町
会
考
え

て
作
某
・
を
進
め
ま
し
ょ
う
リ

除
原
剤
は
釘
効
分
け
つ
の
終
則
直
後
施

用
の
方
法
が
時
期
で
す
か
ら、

忘
れ
な
い

よ
う
に
過
剰
分
け
つ
を
よ
く
制
し
て
く
正

夫－

L

。
除
草
剤
は

M
U
P剤
の
使
用
が
安
全
で

確
実
で
す
。
除
草
効
果
を
高
め
る
た
め
必

ず、

反
ヨ
施
用
鮫
に
は
、

今
一
度
隊
突
に

最
を
撤
ぬ
し
て
く
．
た
さ
い
υ

旧
千
し
｜
有
効
分
け
つ
終
則
に
は
、
料

い
川
午
を
し
て
、
旅
駄
な
筑
紫
吸
収
を
さ

せ
な
い
こ
と
で
、
特
に
家
市
多
削
飼
世
家

は
必
要
で
す
か
ら
、
川
千
の
効
川釈
を
認
識

し
て
く
だ
さ
いv
。

A
V
病
hm容
の
防
除

本
年
の
病
虫
容
の
発
生
は
多
目
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

い
も
ち
・
絹

l
昨
年
の
発
生
は
大
変
遅
れ

て
い
た
の
で
す
が
本
年
は
県
下
各
地
も
半

さあ（昭和32年8月8日
第 3種郵便物認可）第130号

... 

や
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
心
配
で
す
。

く
微
量
で
は
あ
る
が
、
水
銀
が
玄
米
に
残

特
に
ク
サ
プ

エ
の
業
イ
セ
チ
病
の
発
生

関
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
国

は
、
早
期
発
見
と
防
除
が
大
切
で
す
。

民
保
健
の
立
場
か
ら
、
水
銀
畳
薬
の
使
用

葉
イ
モ
チ
病
は
個
人
個
人
の
責
任
に
お
を
規
制
す
ベ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
論
離
が
各

い
て
悶
廻
り
し
て
、
早
く
発
見
し
な
い
と
応
聞
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
織
布
者

防
除
の
効
果
が
大
変
悪
く
な
り
ま
す
。

に
対
す
る
危
害
防
止
に
つ
い
て
も
第
力
を

朝
日
町
で
は
、
本
年
空
中
防
除
は
見
合

い

た

だ

い
た
結
果
、
そ
の
事
依
は
減
少
し

わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

な
る
べ

た
と
は
い
う
も
の
の
、
問
題
が
姥
っ
て
い

く
H
十
く
、
部
落
毎
に
防
除
機
材
の
撃
備
し

ま
す
。

て
お
い
て
く
．
た
さ
い
。

農
林
省
と
し
て
は
、
早
急
に
水
銀
表
薬

。
害
虫
の
総
合
防
除

会
非
水
銀
系
の
新
農
業
に
切
換
え
た
い
と

二
化
メ
イ
虫
の
防
除
を
主
体
に
考
え
ら
考
え
て
い
る
。

れ
て
い
ま
す
が
、

首
代
則
か
ら
ウ
ン
力
か
た
．

r新
政
泌
が
こ
こ

一
t
二
年
生
保
が

け
比
ら
れ
た
の
で
心
配
で
す
泥
負
点
、
県
品
川
山
川
化
に
移
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、円
以
も

則
の
発
生
も
多
レ
ょ
う
で
す

U

部
泌
一
刑

十
分
で
た
く
、
側
絡
も
多
少
尚
レ
の
ぞ
間

防
除
し
て
く
．
た
さ
い
。

．

地

か

ふ
る
わ
け
で
す
の

A
V
非
水
銀
剤
の
使
用
促
進

今
後
新
政
亦
に
つ
い
4

・
政
家
名
似
も
純

間
の
い
も
ち
剰
の
防
除
に
は
、
附
和
二

川
し
て
研
究
し
て
く
行
さ
い
υ

十
七
年
頃
か
ら
有
殿
ホ
錦
剤
が
使
用
さ
れ

令
新
録
集
と
し
て
は

以
来
十
余
年
に
百
一り
、
民
業
ル
比
政
に
多
ル人

し
プ
ヲ
λ

ト
ザ
イ
〆

ン
S

（
水
和
剤
〉
乳

の
山
氏
献
し
て
き
た
。
し
か
し
品
・点に
々
つ

剤
抗
生
物
質
削
で
イ
必
チ
尉
先
生
時
期

て
有
機
ぷ
訊
剤
を
稲
作
に
燃
ん
す
ゐ
と
阿

の
M
4
則
附
命
令
・
主
件
と
す
る
も
の
で
あ

三
－zz
－－ZE
－－E
至E
z
－－至宝・
2
E
E
z
－－－Z
EE

－z主主
主主－ZE
－－
－
＝一主主モ一
幸至三－
2
王－m
E
E
－－主
主王
室E
－E
z
－－E
－22
三－Ez
－－一三三－－－
E
E

－－z
－－4

川

と

荷

な

送

で

・

マ

－

p
u

は
か

さ

山

川

こ

ぐ

に

鵠

向一
人
口
／
い
い
仇

山

必

ず

に

す

川

－I
l
l－
る

よ

節

の

す

組

、
γγ

民

’
宅

ま

く

で

川

一

一

さ

そ

季

ユ

ま

川

て

で
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菌
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。
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